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上
越
市
土
橋
の
イ
ン
テ
リ

ア
＆
な
ご
み
雑
貨
こ
こ
ち
す

た
い
る（
秋
山
綾
子
代
表
）は
、

オ
ー
プ
ン
７
周
年
を
迎
え
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
特

別
企
画
「
豊
か
な
暮
ら
し 

７

つ
の
レ
シ
ピ
」
を
開
催
す
る
。

期
間
は
７
月
10
日
か
ら
８
月

10
日
ま
で
。

　
期
間
中
は
「
あ
け
び
蔓つ

る

か

ご
バ
ッ
グ
い
ろ
い
ろ
展
」（
８

月
１
〜
10
日
）
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
直
送
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル

（
織
物
な
ど
）
販
売
が
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
各
種
行

わ
れ
、
18
、
21
日
に
「
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
レ
ザ

ー
バ
ッ
グ
」、
29
日
に
「
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」、８
月
５
、

８
日
に
「
蔓
で
編
む
小
さ
な

グ
リ
ー
ン
ポ
ッ
ト
」
が
あ
る
。

　
８
月
で
19
年
目
を
迎
え
る

妙
高
市
雪
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ス
ノ
ー
マ
ン
」
の
今
夏
の
お

薦
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、
生
か
ん

ず
り
入
り
の
「
ペ
ペ
ロ
ン
チ

ー
ノ
」（
１
１
０
０
円
）
と
、

ぴ
り
辛
風
味
の
「
チ
ョ
リ
ソ

ー
ピ
ザ
」（
９
５
０
円
）。
い

ず
れ
も
食
欲
が
減
退
す
る
夏

場
に
ぴ
っ
た
り
の
一
品
。

　
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
は
、
ニ

ン
ニ
ク
が
効
い
た
オ
イ
ル
ソ

ー
ス
に
同
市
特
産
の
生
か
ん

ず
り
を
加
え
る
こ
と
で
、
ピ

リ
ッ
と
し
た
辛
さ
と
と
も
に

深
み
を
出
し
た
。
ブ
イ
ヨ
ン

を
使
わ
ず
、
ベ
ー
コ
ン
や
マ

ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
素
材
の

う
ま
み
だ
け
で
絶
妙
な
味
に

仕
上
げ
て
い
る
。

　
チ
ョ
リ
ソ
ー
ピ
ザ
は
、
ス

パ
イ
ス
た
っ
ぷ
り
の
チ
ョ
リ

ソ
ー
を
ぜ
い
た
く
に
使
い
、

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
ピ
ー
マ

ン
、
タ
マ
ネ
ギ
と
と
も
に
焼

き
上
げ
た
。
生
地
は
も
ち

ろ
ん
、
ピ
ザ
ソ
ー
ス
ま
で

時
間
を
か
け
て
作
っ
て
お

り
、
食
欲
を
誘
う
風
味
は

さ
す
が
だ
。

　
営
業
時
間
は
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
、
午
後
５
〜

10
時
。
定
休
日
な
し
。

夏
に
ぴ
っ
た
り
の
ピ
リ
辛
で

暮らし彩る７種のイベント
ここちすたいる　10 日から開催

22
日
に
は
包
丁
研
ぎ
直
し
講

座
も
実
施
す
る
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
講
座
は
申
し
込
み

が
必
要
で
、
参
加
費
は
２
５

０
０
〜
５
５
０
０
円
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
で
。

　
ま
た
、
期
間
中
店
内
商
品

を
２
０
０
０
円
以
上
購
入
の

先
着
１
０
０
人
に
は
総
額
30

万
円
相
当
の
お
楽
し
み
抽
選

が
あ
り
、
バ
ッ
グ
や
麻
小
物

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
店
舗
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヘ
ル

プ
保
育
園
裏
側
の
住
宅
街
、

電
柱
看
板
が
目
印
。
午
前
11

時
〜
午
後
６
時
。
不
定
休
。

電
話
５
２
２
・
５
６
６
９
。

ペペロンチーノとチョリソーピザ
妙高市の「スノーマン」

生かんずり入りのペペロンチーノ

辛さが食欲を刺激するチョリソーピザ
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　「
上
越
の
こ
の
場
所
で
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
と
し

た
ら
、
何
時
代
が
い
い
か
」。

友
人
ら
に
聞
い
て
み
た
ら
、

一
番
人
気
は
上
杉
謙
信
が
活

躍
し
た
戦
国
時
代
。「
で
も
、

謙
信
公
に
会
え
な
い
う
ち
に

殺
さ
れ
て
し
ま
う
確
率
が
高

い
な
」
と
撤
回
す
る
輩や

か
ら

も
。

安
全
を
考
え
る
と
、
レ
ル
ヒ

少
佐
や
前
島
密
、
川
上
善
兵

衛
な
ど
が
活
躍
し
た
明
治
時

代
が
無
難
か
▼
筆
者
は
、
松

尾
芭
蕉
が
「
奥
の
細
道
」
の

旅
で
今
町
（
直
江
津
）
と
高

田
に
滞
在
し
た
５
日
間
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
た

い
。
高
田
藩
は
十
万
三
千
石

の
稲
葉
丹
後
守
の
時
代
で
、

芭
蕉
の
通
っ
た
道
筋
で
は
高

田
は
仙
台
に
次
ぐ
大
都
市
。

俳
人
が
多
く
、
文
化
が
花
開

い
た
時
代
だ
▼
芭
蕉
が
今
町

に
到
着
し
た
の
は
元
禄
２
年

（
１
６
８
９
年
）
７
月
６
日

（
新
暦
８
月
20
日
）。
そ
の
晩

に
開
か
れ
た
俳
諧
の
席
で
詠

ま
れ
た
句
が
「
文
月
や
六
日

も
常
の
夜
に
は
似
ず
」。
七
夕

前
夜
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
表
現

し
た
句
だ
。
宿
泊
し
た
古
川

屋
に
押
し
か
け
て
、
酒
で
も

酌く

み
交
わ
そ
う
か
。
８
日
に

は
高
田
の
医
者
、
細
川
春
庵

宅
で
句
会
が
あ
り
、「
薬や

く
ら
ん欄
に

い
づ
れ
の
花
を
く
さ
枕
」
が

発
句
と
し
て
披
露
さ
れ
る
。

芭
蕉
が
ほ
め
た
美
し
い
薬
草

園
も
見
て
み
た
い
。
サ
イ
ン

色
紙
を
忘
れ
な
い
で
持
っ
て

行
こ
う
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
被
写
体

を
民
家
や
町
並
み
に
限
定
し

た
写
真
を
題
材
に
行
わ
れ
る
。

写
真
の
出
来
だ
け
で
な
く
、

撮
影
し
た
民
家
や
町
並
み
の

説
明
な
ど
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
評
価
の
対
象

と
な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
組

織
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催

し
て
毎
年
行
わ
れ
「
民
家
の

甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

　
県
立
上
越
総
合
技
術
高
校
の
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
建
築
シ

ス
テ
ム
コ
ー
ス
の
３
年
生
６
人
が
、
６
月
24
日
に
新
潟
市
で

行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
対
抗
民
家
町
並
み
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
県
大
会
で
最
高
賞
の
大
賞
に
輝
き
、
８
月
１
日
の
全
国

大
会
（
熊
本
県
熊
本
市
）
へ
の
初
出
場
を
決
め
た
。
生
徒
は

城
下
町
高
田
や
町
家
を
紹
介
す
る
内
容
で
県
大
会
に
初
出
場

し
、
全
国
切
符
を
手
に
し
た
。
生
徒
は
「
全
国
大
会
で
も
優

勝
を
狙
う
つ
も
り
で
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

る
。

　
同
校
は
城
下
町
だ
っ
た
高

田
地
区
を
紹
介
。
さ
ら
に
江

戸
時
代
後
期
の
町
家
の
形
式

を
残
し
た
高
橋
孫
左
衛
門
商

店
（
南
本
町
３
）
を
取
り
上

げ
た
。
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
同
商

店
の
建
物
に
つ
い
て
説
明
し

て
お
り
、
雁
木
や
階
段
下
を

収
納
に
使
っ
た
「
箱
段
」
な

ど
を
撮
影
し
て
紹
介
し
た
。

　
６
人
は
前
任
校
で
全
国
大

会
に
出
場
し
た
経
験
を
持
つ

樋
口
政
弘
教
諭
の
指
導
を
受

け
て
準
備
を
進
め
た
。
撮
影

を
担
当
し
た
黒
田
侑
吾
君
は

「
建
物
の
特
徴
が
分
か
る
よ
う

に
写
真
を
撮
っ
た
。
大
賞
を

取
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と

喜
び
、
当
日
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

全
国
大
会
に
出
場
す
る
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
の
３
年
生

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
宮
下
咲
良

さ
ん
は
「
全
国
大
会
が
決
ま

っ
て
び
っ
く
り
し
た
。
審
査

す
る
人
に
分
か
り
や
す
く
ゆ

っ
く
り
と
原
稿
を
読
ん
だ
」

と
話
し
た
。

　
樋
口
教
諭
は
「
生
徒
は
う

ま
く
ま
と
め
て
お
り
、
建
物

の
特
徴
が
出
せ
た
と
思
う
」

と
称
え
た
。

　
全
国
大
会
で
は
演
出
に
少

し
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、
県

大
会
と
同
様
に
町
家
を
紹
介

す
る
。
宮
下
さ
ん
は
「
過
去

の
全
国
大
会
優
勝
校
を
見
る

と
プ
レ
ゼ
ン
の
方
法
が
上
手

で
声
が
し
っ
か
り
出
て
説
明

し
て
い
る
。
私
た
ち
も
全
国

優
勝
を
狙
う
つ
も
り
で
表
現

力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

民
家
町
並
み
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
で
大
賞

上
越
総
合
技
術
高
校
３
年

町家紹介で町家紹介で
全国大会へ全国大会へ

※
表
示
価
格
は
消
費
税
込
み
で
す
。

※
表
示
価
格
は
消
費
税
込
み
で
す
。

5段全（246×185㎜）

カ ラ ー 82,500円
版下31,900円

モノクロ 55,000円
版下31,900円

4 段全（246×147.7㎜）

モノクロ 33,000円
版下20,900円

カ ラ ー 49,500円
版下20,900円

3 段全（246×110㎜）

モノクロ 44,000円
版下26,400円

カ ラ ー 66,000円
版下26,400円

2 段1/4
（60×72.3㎜）

モノクロ 5,500円
版下4,400円

カ ラ ー 8,250円
版下4,400円

2段1/4 4面突き出し
（60×72.3㎜）

モノクロ 　8,800円
版下4,400円

カ ラ ー 13,200円
版下4,400円

文中広告
１行 275円×行数
※月４回以上掲載
※社名、一言PRが等が基本

記事広告
１行 275円×行数
※見出し、写真スペース含む
※カラーは1.5倍の料金です。

2段1/4 1面突き出し
（60×72.3㎜）

モノクロ 11,000円
版下4,400円

カ ラ ー 16,500円
版下4,400円

題字ヨコ（60×34.5㎜）
モノクロ 3,300円

版下3,300円
カ ラ ー 4,950円

版下3,300円

　 ■ 発 行 部 数	 １万 1,500部
　 ■ 配布エリア	 旧上越市域および、大潟、柿崎、頸城、三和、浦川原、安塚、
	 板倉、清里の各区、妙高市（旧新井市中心部、赤倉地区）
　■配 布 方 法	 読売新聞折り込み（無料）
　 ■ 発　行　日	 火・木・土曜（４頁）　土曜版のみ1、4面カラー印刷

お問い合わせ
TEL 025-521-7025　上越情報プレスまで
E-mail : info@jjp.jp

2段1/2（122×72.3㎜）

モノクロ 11,000円
版下9,900円

カ ラ ー 16,500円
版下9,900円

2 段全（246×72.3㎜）

モノクロ 22,000円
版下15,400円

カ ラ ー 33,000円
版下15,400円

市　民　新　聞

THE JOETSU YOMIURI SHIMBUN


